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酸化ストレスは，生活習慣病により生じる動脈硬化の一因とされる．
近年，血娘一酸化ストレス度を簡便に測定できる Diacron-ReactiveOxygen 
Metabolites (d-ROMs）テストおよび，血疑抗酸化カを反映する Biological
Antioxidant Potential (BAP）テストは，血中酸化ストレス総合評価に用
いられている．血中の酸化ストレスにより 低密度リポタンパク質（LDL)
は，酸化LDLに変化するとされている． しかし，酸化ストレス度および抗
酸化力と血中脂質との関係についてはよくわかっていない．そこで今回
我々は，血液中の酸化ストレスと脂質との関係を明らかにし，予防医学に
役立つ可能件ーを探索する目的で，本研究を行った
職域の集凶検診成人受験者149名（男性98名，女性51名）を対象とした
検診項目に加え， d-ROM値， BAP値，酸化LDL，アポタンパク質B(ApoB) 
を測定した相関を求めるために，回帰分析を行った BAP/d-ROMs値を，
酸化ストレス修正比（修正比）とした今回我々は，修正比が 12.5を超
えるものは『非酸化ストレス状態』とし，修正比が 12.5以下のものは『酸
化ストレス状態』と仮定して比較した．
酸化LDL,TG, ApoBは， 『非酸化ストレス状態』に比べ『酸化ストレス
状態』で上昇を認めた．高密度リボタンパク質 CHDL）は， 『非酸化スト
レス状態』に比べ『酸化ストレス状態』で低下を認めた d-ROMs 値は酸
化LDLと正の相関を認め（ R=O. 376, pく0.0001) , BAP値はTGと負の相
聞を認めた（ R = -0. 503, pく0.0001).抗酸化力が『低い状態』（BAP
孟3500）では， TGとBAP値の強い負の相聞を認めた（ R = -0. 585, pく
o. 0001) . しかし抗酸化力が『正常状態』（BAP> 3500）では， TGとBAP
値の相関関係は認めなかった．また，酸化ストレスと TGでは，相関が認
められなかった．
抗酸化力が『正常状態』では，十分に酸化ストレスを抑えているため，
抗酸化力と TGは相関が認められなかった．抗酸化カが『低い状態』では，
TGと強い負の相闘を認めた.TGはコレステローノレと比べ，食事の影響を
受けやすく，過度な遊離脂肪酸により，抗酸化能も低下する．特に糖代
謝異常，内臓脂肪蓄積といったメタボリツクシンドロームの抗酸化力の『
低い状態』で，抗酸化力測定が， TG改善に向けた食事療法の必要性の意
識付けの一助となる可能件ーが示唆された．
本研究により，酸化ストレス度は酸化LDLを反映し TGと抗酸化能が
負の相聞をすることが明らかになった．簡便に測定できる酸化ストレス度
および抗酸化力を指標とすることにより，動脈硬化の予防に寄与する可能
性を探索できた
